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三
浦
富
士
に
つ
い
て 

― 

―
「
幸
い
」
と
「
災
い
」
― 

「
生
」
と
「
死
」
は
相
反
す
る
対
極

に
位
置
す
る
の
で
は
な
く
、
表
裏
一
体

を
な
す
も
の
で
す
。「
幸
福
」
と
「
不
幸
」

も
同
様
に
、
根
本
で
は
密
接
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
幸
い
」
と
「
災

い
」
は
、
い
つ
も
同
居
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。「
福
の
神
」
と
「
貧
乏
神
」

も
同
じ
よ
う
に
、
福
の
神
が
訪
れ
た
と

言
っ
て
安
心
し
て
い
る
と
、
す
き
を
み

て
同
居
し
て
い
た
貧
乏
神
が
顔
を
出
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
、
不
幸

に
対
し
て
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
通
り

が
ち
で
す
が
、
本
当
の
幸
福
を
深
く
理

解
す
る
に
は
、
不
幸
の
原
因
を
探
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。「
幸
い
」
と
同

居
し
て
い
た
「
災
い
」
が
突
如
と
し
て

目
を
さ
ま
す
と
き
、
神
道
で
は
古
く
か

ら
「
慎
み
て
怠
る
こ
と
な
か
れ
」
と
い

っ
て
諭
し
て
き
ま
し
た
。
慎
み
を
怠
る

こ
と
が
不
幸
の
根
本
的
な
原
因
と
さ
れ

て
き
た
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
常
に
慎

む
と
い
う
気
持
ち
と
態
度
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。
慎
み
の
あ
る

生
活
は
、
そ
の
人
の
幸
せ
を
呼
び
、

ひ
い
て
は
社
会
全
体
の
幸
福
の
要
因

と
な
っ
て
い
く

で

し

ょ

う
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1 日・15 日 月次祭 (つきなみさい) 

皇室の弥栄と国家安泰.氏子崇敬者 

並に社会の幸福と平和を祈る。 

3 日ひな祭 古来「上巳（じょう 

し）の祓え」という人形にケガレを 

移して不浄を祓う神事であった。江戸時代以降、ひな

まつりとして全国に定着した。 

6 日啓蟄（けいちつ）冬の間、土の間で冬ごもりして

いたいろいろな虫が穴を啓いて地上へ這い出してくる

ことから啓蟄と呼ばれる。日足がのび、日の光に春を強

く感じるようになる。  
11 日東日本大震災 震災から８年。政府主催の追

悼式が行われる。14：46 より一分間黙祷を捧げる日。 

18 日～24 日彼岸 春の農耕を前に祖霊をまつり、

豊作を願ったのが始まり。日取りが現在のように春分・

秋分を中日としたのは、1844 年に施行された天保暦以

降である。 

21 日春分・春季皇霊祭 春分は昼と夜がほぼ同じ

長さになる日。この宮中では、春季皇霊祭（しゅんきこ

うれいさい）という祖霊祭祀が行われる。 

 
 

本日はよくお参り下さいました 

３月となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。

天神社ではまだ梅の花が咲いています。徐々に咲いて

いくのを日々のお参りの折に楽しんでいただければ幸

いです。さて、先日２月 24 日（日） 

政府主催の天皇陛下ご在位三十年記 

念式典が行われました。安倍首相の 

式辞は国民の想いを代弁するかのよ 

うでした。記念演奏では三浦大知さ 

んの伸びやかな歌声が印象的でした。天皇陛下のお言

葉には胸せまるものがあり、若者のつぶやきが流れる

SNS でも両陛下への賛辞が並びました。ご退席の折に

も壇上の一人一人にお声がけされ、最後に出席者の方

へ振り返り、お手を振られるお姿に温かいお人柄を感

じました。まだ式典の様子をご覧になられていない方

は政府のインターネットテレビで見ることができます

（１２分５０秒まで無音声ですのでご注意ください）。今月

も皆さまのご多幸をお祈り申し上げます。権禰宜 道子 

今
月
の
言
葉 

『
仁
は
人
な
り
。 

人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
仁
な
し
』 

 

「
仁
は
人
な
り
。
合
わ
せ
て
こ
れ
を
言

へ
ば
、
道
な
り
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い

て
、
松
陰
が
解
釈
し
た
一
節
。
「
仁
」

と
は
、
孔
子
の
道
徳
の
根
本
原
理
の
こ

と
で
、
天
か
ら
知
、
勇
、
愛
な
ど
の
人

間
の
本
質
の
こ
と
を
い
う
。
松
陰
は
と

く
に
学
問
を
成
し
た
知
識
人
た
ち
が
、

仁
を
な
く
し
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て

い
る
。
い
つ
の
時
代
も
学
歴
が
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
人
物
に
徳
や
志
が

備
わ
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
今
の

世
の
中
に
人
が
人
た
る
理
由
を
わ
か

っ
た
優
れ
た
人
物
は
ど
れ
ほ
ど
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
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